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Ｓ
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田
喜
野
井
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

ノ
ー
ヒ
ッ
ト
・
ノ
ー
ラ
ン
で

初
優
勝

夏
季
大
会
決
勝
戦
は
春
季

大
会
と
同
じ
組
み
合
わ
せ
、

田
喜
野
井
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と

夏
見
台
ア
タ
ッ
ク
ス
の
戦
い

と
な
り
ま
し
た
。

春
季
優
勝
の
夏
見
台
ア
タ
ッ

ク
ス
は
全
日
本
学
童
出
場
の

た
め
、
ま
た
田
喜
野
井
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
は
日
報
杯
出
場
の

た
め
（
と
も
に
別
掲
）
、
決

勝
戦
は
八
月
二
九
日
と
例
年

よ
り
半
月
ほ
ど
遅
い
日
程
と

な
り
ま
し
た
。

試
合
は
ア
タ
ッ
ク
ス
の
先

攻
で
始
ま
り
ま
し
た
が
、
一

回
の
表
は
三
者
凡
退
、
そ
の

裏
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
一
、
二

番
が
連
続
ヒ
ッ
ト
、
一
死
後
、

守
備
の
い
い
ア
タ
ッ
ク
ス
が

珍
し
く
内
野
ゴ
ロ
を
エ
ラ
ー

し
満
塁
に
、
五
番
竹
内
君
の

ラ
イ
ト
前
ヒ
ッ
ト
で
一
点
先

制
し
、
な
お
満
塁
。
二
死
後
、

７
番
御
山
君
が
デ
ッ
ド
ボ
ー

ル
を
受
け
、
初
回
に
二
得
点

を
あ
げ
ま
し
た
。

ア
タ
ッ
ク
ス
は
、
四
回
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
の
投
手
交
代
の
機

に
乗
じ
、
四
死
球
で
二
死
満

塁
、
五
回
に
も
一
死
満
塁
と

攻
め
ま
す
が
、
タ
イ
ム
リ
ー

が
出
ず
、
チ
ャ
ン
ス
を
生
か

せ
ま
せ
ん
。
対
す
る
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
も
二
回
か
ら
五
回
ま

で
は
ア
タ
ッ
ク
ス
の
投
手
を

攻
め
き
れ
ず
無
得
点
で
し
た

が
、
六
回
、
パ
ス
ボ
ー
ル
、

野
選
な
ど
相
手
の
ミ
ス
に
乗

じ
て
四
点
を
追
加
、
七
回
の

攻
撃
を
三
者
凡
退
に
抑
え
春

季
大
会
延
長
戦
負
け
の
雪
辱

を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
第
三
三
回
選

手
権
大
会
の
優
勝
は
田
喜
野

井
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
（
初
優
勝
）
、

準
優
勝
夏
見
台
ア
タ
ッ
ク
ス
、

第
三
位
は
習
志
野
台
ワ
ン
パ

ク
ズ
、
法
典
コ
ン
ド
ル
で
し

た
。な

お
、
入
賞
の
四
チ
ー
ム

は
十
月
末
に
行
わ
れ
る
、
少

年
野
球
千
葉
県
選
手
権
大
会

（
ろ
う
き
ん
大
会
）
に
出
場

し
ま
す
。

三
山
ス
ワ
ロ
ー
ズ
逆
転
サ

ヨ
ナ
ラ
で
二
度
目
の
優
勝

第
一
八
回
低
学
年
大
会
の

決
勝
戦
が
九
月
六
日
豊
富
球

場
Ａ
面
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
、
前
日
の
準
決
勝

を
勝
ち
抜
い
た
、
三
山
ス
ワ

ロ
ー
ズ
と
さ
ざ
ん
か
ポ
ニ
ー

ズ
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

先
攻
の
さ
ざ
ん
か
は
初
回
、

一
死
後
佐
藤
大
地
君
の
セ
ン

タ
ー
オ
ー
バ
ー
の
二
塁
打
を

足
掛
り
に
相
手
の
野
選
、
エ

ラ
ー
で
幸
先
良
く
三
点
を
先

制
し
ま
し
た
。
対
す
る
三
山

も
一
番
吉
岡
君
が
ラ
イ
ト
へ

の
二
塁
打
、
バ
ッ
テ
リ
ー
エ

ラ
ー
で
三
進
後
、
内
野
ゴ
ロ

の
間
に
一
点
を
返
し
ま
し
た
。

二
、
三
回
は
と
も
に
無
得
点

で
し
た
が
、
四
回
表
、
さ
ざ

ん
か
は
ツ
ー
ア
ウ
ト
か
ら
九

番
谷
君
が
左
中
間
を
破
る
タ

イ
ム
リ
ー
二
塁
打
、
二
点
を

追
加
し
五
対
一
と
し
ま
し
た
。

そ
の
裏
、
三
山
も
さ
ざ
ん
か

の
守
備
の
乱
れ
か
ら
二
点
を

返
し
、
二
点
差
に
詰
め
寄
り

ま
し
た
。

五
回
表
、
さ
ざ
ん
か
は
二

番
の
佐
藤
君
が
二
本
目
の
二

塁
打
で
出
塁
し
た
も
の
の
併

殺
も
あ
り
無
得
点
。

二
点
を
追
う
五
回
裏
、
三

山
は
先
頭
の
九
番
杉
山
君
が

三
塁
へ
の
強
襲
安
打
で
出
塁
、

二
盗
後
、
一
番
吉
岡
君
の
ピ
ッ

チ
ャ
ー
ゴ
ロ
が
野
選
を
誘
い
、

二
番
桜
井
君
も
粘
っ
て
四
球

を
選
び
無
死
満
塁
。
続
く
平

内
君
の
セ
ン
タ
ー
前
の
タ
イ

ム
リ
ー
で
二
点
を
還
し
同
点

に
。
一
塁
走
者
も
三
塁
を
狙
っ

た
が
、
捕
手
か
ら
の
送
球
で

ア
ウ
ト
と
な
っ
た
が
、
四
番

中
島
君
の
レ
フ
ト
へ
の
ヒ
ッ

ト
で
一
、
三
塁
に
。
打
者
多

部
田
君
へ
の
四
球
目
、
低
め

の
ボ
ー
ル
を
捕
手
が
パ
ス
ボ
ー

ル
、
三
塁
ラ
ン
ナ
ー
平
内
君

が
サ
ヨ
ナ
ラ
の
ホ
ー
ム
を
踏

ん
で
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。
三
山

ス
ワ
ロ
ー
ズ
が
第
五
回
大
会

以
来
、
一
三
年
ぶ
り
に
優
勝

し
ま
し
た
。
惜
し
く
も
敗
れ

た
さ
ざ
ん
か
ポ
ニ
ー
ズ
が
準

優
勝
、
第
三
位
は
宮
本
ビ
ー

バ
ー
ス
、
ツ
イ
ン
ド
ル
フ
ィ

ン
ズ
で
し
た
。
優
勝
、
準
優

勝
の
二
チ
ー
ム
は
県
低
学
年

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

今
大
会
か
ら
、
低
学
年
大

会
の
規
定
が
改
定
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
参
加
チ
ー
ム
も

三
九
チ
ー
ム
に
減
少
し
、
コ
ー

ル
ド
ゲ
ー
ム
が
全
三
六
試
合

中
五
試
合
と
前
回
（
一
一
試

合
）
と
比
べ
る
と
大
幅
に
減

り
ま
し
た
。
ま
た
、
決
勝
戦

に
同
じ
よ
う
に
逆
転
サ
ヨ
ナ

ラ
ゲ
ー
ム
が
三
試
合
あ
っ
た

の
も
今
年
の
特
徴
と
思
わ
れ

ま
す
。

ホームランニュース 平成２２年９月２６日
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高円宮賜杯第３０回全日本学童軟式野球千葉県大会

新木戸ヤングミヤコシ

高野台ジャガーズ

初 石 ク ー ガ ー ス

海上マ リンキッズ

実 籾 ク ラ ブ

君 津 周 西 ク ラ ブ

高 洲 コ ン ド ル ズ

酒々井ビックアローズ

辰 巳 ハ ニ ー ズ

浦安ベイマリーンズ

高 野 野 球 部

井野ジャイア ンツ

大森フライヤーズ

岩 井 イ ー グ ル ス

茂 原 Ｂ Ｂ Ｎ

夏見台アタックス

夏

見

台

ア

タ

ッ
ク

ス

八
月
七
日
猛
暑
の
中
、
千

葉
県
少
年
野
球
大
会
（
日
報

杯
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。

船
橋
か
ら
は
、
田
喜
野
井

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
、
ツ
イ
ン
ド

ル
フ
ィ
ン
ズ
、
三
山
パ
ワ
ー

ズ
と
、
全
日
本
学
童
出
場
の

た
め
、
本
大
会
の
出
場
を
辞

退
し
た
夏
見
台
ア
タ
ッ
ク
ス

に
代
わ
り
大
穴
ペ
ガ
サ
ス
の

四
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

大
穴
ペ
ガ
サ
ス
、
三
山
パ

ワ
ー
ズ
は
善
戦
し
た
も
の
の

残
念
な
が
ら
一
回
戦
で
敗
退

し
ま
し
た
が
、
残
る
二
チ
ー

ム
は
二
回
戦
、
三
回
戦
を
勝

ち
進
み
準
々
決
勝
戦
に
進
出

し
ま
し
た
。

ツ
イ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
は

串
崎
ス
ワ
ロ
ー
ズ
と
戦
い
、

サ
ド
ン
デ
ス
ま
で
持
ち
込
み

ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
敗
れ

ベ
ス
ト
８
に
終
わ
り
ま
し
た
。

一
方
、
田
喜
野
井
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
は
準
々
決
勝
を
接
戦

で
征
し
、
最
終
日
に
駒
を
進

め
ま
し
た
が
、
富
里
Ｒ
エ
ン

ゼ
ル
ス
と
の
決
勝
戦
で
、
先

制
し
た
も
の
の
逆
転
さ
れ
、

最
終
回
の
攻
撃
も
一
点
届
か

ず
、
昨
年
の
日
ハ
ム
千
葉
県

大
会
に
続
い
て
の
優
勝
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
報
杯
で
船
橋
勢
が
決
勝

に
進
む
の
は
、
第
三
十
三
回

大
会
（
平
成
一
五
年
）
の
高

郷
ス
タ
ー
ズ
以
来
七
年
ぶ
り

で
し
た
。

全
日
本
学
童
軟
式
野
球
千

葉
県
大
会
は
、
五
月
二
二
日

か
ら
二
九
日
の
日
程
で
行
わ

れ
、
船
橋
市
か
ら
出
場
し
た

夏
見
台
ア
タ
ッ
ク
ス
（
春
季

大
会
Ａ
リ
ー
グ
優
勝
）
が
、

平
成
二
〇
年
の
習
志
野
台
ワ

ン
パ
ク
ズ
以
来
二
年
ぶ
り
の

優
勝
を
飾
り
、
八
月
に
東
京

で
行
わ
れ
る
全
日
本
大
会
の

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

夏
見
台
ア
タ
ッ
ク
ス
は
、

初
出
場
だ
っ
た
昨
年
の
第
三

位
を
上
回
り
初
優
勝
で
し
た
。

ま
た
、
船
橋
勢
と
し
て
は

習
志
野
サ
ン
デ
ー
ズ
、
習
志

野
台
ワ
ン
パ
ク
ズ
、
ホ
ワ
イ

ト
ビ
ー
ス
ト
ロ
ン
グ
に
つ
い

で
四
番
目
の
全
国
出
場
チ
ー

ム
と
な
り
ま
し
た
。

初
優
勝
の
夏
見
台
ア
タ
ッ
ク

ス
主
将
坂
本
君
の
寄
稿
文
を

掲
載
し
ま
す
。

ホームランニュース 平成２２年９月２６日第１１号（通算４９号） （２）

船
橋
勢
奮
闘

田
喜
野
井
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

準
優
勝

ツ
イ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ

ベ
ス
ト
８

「ここからが本当の勝負」

夏見台アタックス主将 坂本 成海

全国大会を目指し始めたのは、僕達がまだ４年生だった夏、水戸で
開かれた全国大会を見に行ったのがきっかけだった。その時僕は、自
分達も６年生になったら、全国大会に出場して優勝したいと、強く心
に思った。
その大会を見て、次の練習から、全国大会で優勝する思いを忘れず
に、必死になって練習をした。５年生の春季大会決勝。この日は練習
通りのプレーが出来ない試合で、優勝できずに終わってしまった。で
も、この試合に負けた悔しさで、みんなの心がひとつになってきた。
６年生の春季大会決勝の相手は、またも５年生の時の決勝と同じチー
ムだった。試合は延長戦で、９回表が終わった時点で１対１。９回裏
に１点を取り、サヨナラ勝ちを収めた。
僕は、この大会での優勝が全国制覇のスタートだと思っている。県
大会でも、何試合か苦しい試合もあったけれど、アタックスはピンチ
になっても１００％の力が出せるチームになれたので、苦しい場面も
乗り越えることができた。決勝戦は１０対１のコールド勝ちで、全国
大会への切符を手に入れた。
優勝できたのは、去年までは多かったエラーも、今年は少なくでき
たからだと思う。
そして、そうなるまでの、監督やコーチの教えや、周りの方たちの
応援のおかげだと思います。
全国大会を勝ち抜くには、ここからが本当の勝負だと思う。大会ま
での残り少ない時間だけど少しでもレベルを上げる努力をし、自信を
持って挑みたいです。
お母さんのおにぎりパワーとアタックス野球で全国制覇を目指しま
す。



昨
年
か
ら
東
京
に
会
場
を

移
し
た
、
全
日
本
学
童
に
千

葉
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
、

夏
見
台
ア
タ
ッ
ク
ス
飯
山
代

表
か
ら
の
出
場
報
告
を
掲
載

し
ま
す

（
紙
面

の
関
係

で
編
集

）
。
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８月１４日から１９日まで、神宮球場などを中心に闘われた、高円宮賜杯第３０回全日本学童軟式野球大会マクドナ

ルド・トーナメントに千葉県６２６野球チームの代表として初の出場をはたし、３回戦で敗退し、ベスト１６にとどま

りましたが、選手たちの健闘は目を見張るものがありました。

１５日から一回戦がスタート。我がチームは府中市民球場の第三試合、佐賀代表の肥前球友クラブが相手。午後から

の試合ということで、午前中は立川市の多摩川沿いの市のグランドを地元チームを頼りに借りて頂きました。アップグ

ランドの確保は県大会でも同様ですが、必須です。遠方の代表チームにとっては苦労したこととと思います。

試合展開は、初回、しっかり守りからリズムをつくるという、いつもの展開から入ることができ、その裏の攻撃で

１点を先制しました。４回に同点にされましたが、ベンチには余裕がありました。すかさず、その裏に勝ち越したのが

ポイントとなり、残り３イニングをしっかり守り抜きました。相手チームの監督が、私に「おたくのピッチャーは頭良

か」と佐賀弁で一言残して球場を去っていきました。無四球完投は松本君にとって今期、最高のピッチングでした。

２回戦の球場は、人工芝の大田スタジアム。昼前の試合開始でしたが、グランド内は４０度前後の暑さ、いかに守備

の時間を短くするかも重要でした。対戦相手は二回戦から登場の青森代表のヤング五戸クラブ。攻撃は初回１点、３回

２点、６回１点と効率よく得点できました。守ってはエース松本が打たせて取る投球にバックも好守でこたえてくれま

した。最終回、完封を意識したのか、先頭打者に四球を与え、連打で一点を献上しましたが、猛暑の中でも会心のゲー

ムをしてくれました。これで、第一目標の神宮球場でプレーすることが叶いました。

３回戦の１７日は、第五試合１５時半開始予定。連日早朝６時すぎにバスで船橋を出発していましたが、この日は

１０時過ぎの出発で、中央区月島のグランドで練習をすませて球場入りしました。

ゲームはほぼ１時間遅れでスタート。この日も３回裏に１点を先制し、守っては坂本主将を中心に内野陣が好プレー

で投手を盛りたてました。４回表に同点にされてからは、ともに膠着状態の展開になりました。薄暮から照明が入り審

判も６人に。７回を終えて１対１の同点で、特別延長戦に入りました。

無死満塁のサドンデス、後攻の我がチームには有利と踏みました。８回はお互いに２点づつ取り、９回に進みました。

５年生の捕手は体力的に限界でした。投手の松本も気力の投球が続きます。ベンチではいつでも交代できるように、二

番手投手の準備はすすめていましたが、エースの自覚なのでしょうか「行きます」と中井監督に答えていました。

しかし、守備のミスから５点を奪われ、裏の攻撃に入りました。「お前たちなら絶対返せる」監督の檄が飛びました。

県大会での苦しい試合を勝ち抜いてきた選手たちを信じていた、監督の確信だったと思います。追い込まれても必死の

反撃から４点返し、一打出ればサヨナラという局面で、万事休してしまいました。

２時間３０分におよぶ「熱闘神宮」は、悔しさ半分、感動半分の複雑なピリオドでした。今大会の全５１試合で延長

戦は、唯一この試合だけでした。正直、選手たちの健康管理の面からは厳しい状況でした。そのなかで、こん身の力を

振り絞ってプレーしてくれた選手達を誇らしく思い、涙が止まりませんでした。相手の三重代表の菰野野球少年団監督

も「素晴らしいゲームでした」と感極まっていたのが印象的でした。

３日間の戦いでしたが、初出場のハンデをカバーしてくれたのは応援でした。初戦には、選手の家族はもとより、遠

方から大勢の祖父母や親族が駆けつけ、本来なら大会でベンチ入りしていただろう、転校していった二人の選手が、家

族で大阪、埼玉から応援に来てくれ、アタックスのユニホームを着て、試合前の練習にも参加してくれました。また、

卒団生の高校三年生や中学三年生の球児たちが大会中の練習の手伝いを積極的に買って出てくれました。

学童部の壮行会で選手たちが掲げた「全国制覇」は実現できませんでしたが、船橋市、市野球協会、学童部をはじめ

市内のチームのご支援には、改めて感謝の気持ちで一杯です。

本当にありがとうございました。

チームの代表の任をまかされて一年目で「素晴らしい夏休み」をプレゼントしてくれた子供たちにも感謝です。

夏見台アタックス代表 飯山 博之

高円宮賜杯第３０回全日本学童軟式大会マクドナルド・トーナメント出場報告
～熱闘の２時間３０分 ベスト１６に胸張って～



夏
見
台
Ａ

田
喜
野
井
Ｆ

0 1
0 0
1 0
0 0
0 0
0 0
0 0
1 X 0
2 1

習
志
野
Ｓ

西
船
Ｗ

0 0
0 2
0 3
0 1
0 3
1 0
0 1
1 1 0

春
季
大
会
の
決
勝
戦
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
五

月
三
日
、
夏
見
運
動
公
園
の

市
民
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
連
休
中
は
天
気
に
恵

ま
れ
、
天
候
不
順
の
四
月
と

は
違
っ
て
、
雨
の
心
配
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
午
後

か
ら
は
強
風
の
た
め
Ａ
リ
ー

グ
の
決
勝
戦
は
時
折
砂
埃
の

舞
う
中
で
の
戦
い
と
な
り
ま

し
た
。

Ａ
リ
ー
グ
の
決
勝
は
、
準

決
勝
戦
を
と
も
に
コ
ー
ル
ド

ゲ
ー
ム
で
勝
ち
抜
い
た
夏
見

台
ア
タ
ッ
ク
ス
と
、
田
喜
野

井
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
対
戦
と

な
り
ま
し
た
。

田
喜
野
井
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

は
昨
年
の
日
ハ
ム
杯
千
葉
県

大
会
を
圧
倒
的
な
強
さ
で
優

勝
し
た
勢
い
で
、
準
決
勝
ま

で
の
戦
い
を
二
回
戦
以
外
コ
ー

ル
ド
で
勝
ち
上
が
り
ま
し
た
。

一
方
夏
見
台
ア
タ
ッ
ク
ス
も

こ
こ
ま
で
危
な
げ
な
く
勝
ち

上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

試
合
は
一
回
の
表
、
先
攻

の
田
喜
野
井
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

一
番
打
者
、
古
島
君
が
い
き

な
り
レ
フ
ト
オ
ー
バ
ー
の
三

塁
打
、
続
く
石
田
さ
ん
が
手

堅
く
ス
ク
イ
ズ
を
決
め
、
先

制
し
ま
し
た
。

対
す
る
ア
タ
ッ
ク
ス
も
二

回
の
裏
に
先
頭
打
者
の
五
番

後
藤
君
が
、
セ
ン
タ
ー
オ
ー

バ
ー
の
三
塁
打
で
出
塁
、
次

打
者
の
一
塁
へ
の
ゴ
ロ
で
本

塁
に
突
入
し
ま
す
が
、
フ
ァ
ー

ス
ト
石
田
さ
ん
か
ら
の
好
返

球
で
タ
ッ
チ
ア
ウ
ト
、
同
点

の
チ
ャ
ン
ス
を
潰
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
ア
タ
ッ
ク
ス
は
三

回
の
裏
、
一
死
後
、
一
番
打

者
の
松
本
君
が
レ
フ
ト
オ
ー

バ
ー
の
三
塁
打
、
続
く
坂
本

君
が
投
手
前
に
高
い
バ
ウ
ン

ド
の
ゴ
ロ
を
放
ち
、
そ
の
間

に
松
本
君
が
生
還
し
同
点
に

追
い
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
後

は
両
チ
ー
ム
の
投
手
が
好
投

無
得
点
に
抑
え
、
七
回
終
了

時
に
一
対
一
の
同
点
の
た
め

規
定
に
よ
り
、
延
長
戦
に
入

り
ま
し
た
。

八
回
は
両
チ
ー
ム
、
無
得

点
。
九
回
の
表
、
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
は
四
球
と
内
野
安
打
で
一

死
二
、
三
塁
と
チ
ャ
ン
ス
を

迎
え
ま
す
が
、
後
続
が
絶
た

れ
無
得
点
、
こ
の
ま
ま
サ
ド

ン
デ
ス
に
入
る
か
と
思
わ
れ

ま
し
た
が
、
ア
タ
ッ
ク
ス
は

こ
の
回
先
頭
の
後
藤
君
が
こ

の
日
二
本
目
と
な
る
長
打
で
、

二
塁
に
。
次
打
者
の
送
り
バ

ン
ト
で
一
死
三
塁
、
渡
部
君

の
高
い
バ
ウ
ン
ド
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー

ゴ
ロ
の
間
に
三
塁
ラ
ン
ナ
ー

後
藤
君
が
サ
ヨ
ナ
ラ
の
ホ
ー

ム
を
踏
み
、
劇
的
な
勝
利
を

収
め
、
二
連
覇
を
達
成
し
ま

し
た
。
二
時
間
を
越
え
る
ゲ
ー

ム
で
し
た
が
、
時
間
を
感
じ

さ
せ
な
い
好
ゲ
ー
ム
で
し
た
。

優
勝
し
た
ア
タ
ッ
ク
ス
は

五
月
二
二
日
か
ら
始
ま
る
、

全
日
本
学
童
千
葉
県
大
会
に
、

惜
し
く
も
準
優
勝
の
田
喜
野

井
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
七
月
に

行
わ
れ
た
関
東
学
童
千
葉
県

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
ま

た
、
両
チ
ー
ム
は
第
三
位
に

な
っ
た
ツ
イ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン

ズ
、
三
山
パ
ワ
ー
ズ
と
と
も

に
千
葉
日
報
杯
へ
出
場
し
ま

し
た
。
（
別
掲
）

春
季
大
会
の
Ｂ
リ
ー
グ
決

勝
戦
は
、
準
決
勝
で
法
典
コ

ン
ド
ル
を
一
二
対
五
で
破
っ

た
西
船
ウ
ィ
ン
グ
ス
と
、
み

ゆ
き
フ
ァ
ル
コ
ン
ズ
を
一
三

対
六
で
下
し
た
習
志
野
サ
ン

デ
ー
ズ
の
対
戦
と
な
り
ま
し

た
。初

回
は
と
も
に
ラ
ン
ナ
ー

を
出
し
な
が
ら
無
得
点
に
終

わ
り
ま
し
た
が
、
二
回
の
表
、

西
船
は
二
死
後
、
四
球
を
足

掛
り
に
一
番
打
者
中
林
君
の

右
中
間
へ
の
三
塁
打
で
二
点

を
先
制
、
そ
の
後
も
打
線
が

爆
発
し
、
相
手
の
エ
ラ
ー
も

あ
り
、
着
々
と
加
点
し
ま
し

た
。対

す
る
習
志
野
サ
ン
デ
ー

ズ
は
西
船
の
投
手
を
打
ち
あ

ぐ
ね
六
回
に
反
撃
し
た
も
の

の
一
点
ど
ま
り
、
最
終
回
に

も
一
点
を
加
え
た
西
船
ウ
ィ

ン
グ
ス
が
十
対
一
と
大
差
で

勝
利
し
、
初
優
勝
を
か
ざ
り

ま
し
た
。

優
勝
し
た
西
船
ウ
ィ
ン
グ

ス
は
秋
に
行
わ
れ
る
関
東
学

童
秋
季
大
会
（
日
ハ
ム
杯
）

千
葉
県
大
会
の
出
場
を
決
め

ま
し
た
。
ま
た
、
本
大
会
ベ

ス
ト
４
の
チ
ー
ム
は
今
年
度

か
ら
始
ま
る
、
東
部
鉄
道
杯

野
田
線
大
会
の
出
場
が
決
ま

り
ま
し
た
。

な
お
、
西
部
支
部
所
属
チ
ー

ム
が
学
童
部
の
大
会
で
優
勝

し
た
の
は
今
回
が
初
め
て
と

な
り
ま
す
。

ホームランニュース 平成２２年９月２６日第１１号（通算４９号） （４）

Ａ
リ
ー
グ
夏
見
台
ア
タ
ッ

ク
ス
二
連
覇

Ｂ
リ
ー
グ
は
西
部
支
部
西

船
ウ
ィ
ン
グ
ス
が
初
優
勝



卒業生の人数 362

男子 352

女子 10

部活の状況

中学校の野球部 225 62%

男子 224

女子 1

中学校のソフトボール部 4

男子 0

女子 4 (40%)

シニア等のクラブチーム 37 10%

男子 36

女子 1

その他のクラブ 93

男子 89

女子 4

不明 3

第
四
三
回
船
橋
市
少
年
少

女
交
歓
大
会
は
五
月
九
日
、

五
月
晴
れ
の
運
動
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
千
葉
国
体
の
開
催

が
あ
る
た
め
、
国
体
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
チ
ー
バ
君
が
参
加

し
て
炉
火
（
聖
火
）
の
採
火

式
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
童
部
で
は
四
〇
回
記
念

以
来
恒
例
と
な
っ
た
「
読
売

さ
わ
や
か
野
球
教
室
」
を
京

葉
読
売
会
船
橋
東
西
支
部
の

協
力
を
得
て
、
野
球
場
で
実

施
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
師
は
上
田
武
司
、

山
本
功
児
、
鹿
取
義
隆
、
橋

本
清
の
四
氏
で
、
記
念
写
真

撮
影
後
、
投
手
は
ブ
ル
ペ
ン
、

野
手
は
グ
ラ
ン
ド
内
に
分
か

れ
て
そ
れ
ぞ
れ
熱
心
な
指
導

を
受
け
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
講
師
を
代

表
し
て
上
田
コ
ー
チ
か
ら

「
野
球
は
基
本
が
大
事
、
練

習
も
基
本
を
し
っ
か
り
や
る

こ
と
」
と
好
評
が
あ
り
ま
し

た
。
最
後
に
受
講
者
を
代
表

し
て
夏
見
台
ア
タ
ッ
ク
ス
の

渡
辺
君
が
元
気
良
く
お
礼
の

言
葉
を
の
べ
、
野
球
教
室
は

終
了
し
ま
し
た
。

今
回
特
別
参
加
の
ジ
ャ
ビ
ッ

ト
君
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
な

が
ら
の
退
場
と
な
り
、
参
加

の
受
講
生
た
ち
は
大
喜
び
で

し
た
。

先
般
、
各
チ
ー
ム
に
お
願

い
し
て
い
た
「
卒
業
生
の
中

学
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
」
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

が
ま
と
ま
り
ま
し
の
で
、
報

告
し
ま
す
。
な
お
、
三
五
チ
ー

ム
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

二
二
年
度
に
中
学
生
に
な
っ

た
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
は
三
六
二
名

（
内
女
子
は
十
名
）
で
し
た
。

入
部
し
た
ク
ラ
ブ
は
圧
倒
的

に
野
球
関
係
が
多
く
二
六
一

人
で
全
体
の
七
二
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
中
学

校
の
野
球
部
へ
の
入
部
は
二

二
五
名
（
う
ち
女
子
一
人
）

で
、
回
答
の
あ
っ
た
三
五
チ
ー

ム
全
チ
ー
ム
の
卒
業
生
が
入

部
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ

ニ
ア
等
の
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ

に
は
、
一
七
チ
ー
ム
の
三
六

名
が
入
っ
て
い
ま
す
。

今
回
特
に
設
問
に
は
設
け

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
女
子

四
名
が
中
学
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
に
入
部
し
て
い
る
と
の

回
答
が
あ
り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
が
女
子
選
手
の
受
け
入
れ

先
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
日
全
日
本
女
子

軟
式
野
球
選
手
権
大
会
で
二

年
ぶ
り
二
度
目
の
全
国
優
勝

を
果
た
し
た
、
千
葉
マ
リ
ー

ン
ス
タ
ー
ズ
に
高
郷
Ｏ
Ｇ
の

松
岡
さ
ん
が
所
属
し
て
い
ま

す
。

ホームランニュース 平成２２年９月２６日第１１号（通算４９号） （５）

読
売
さ
わ
や
か
野
球
教
室

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果

野
球
部
が
ト
ッ
プ

女
子
選
手

暑
い
！
と
に
か
く
暑
い

日
が
続
き
ま
し
た
。
猛
暑

日
が
観
測
史
上
最
高
と
か
、

雨
も
い
つ
降
っ
た
の
か
と

思
う
ほ
ど
降
ら
な
か
っ
た

た
め
、
大
会
運
営
は
ス
ム
ー

ズ
だ
っ
た
の
で
す
が
、

「
熱
中
症
」
が
心
配
で
し

た
。
こ
れ
が
皆
様
の
お
目

に
か
か
る
と
き
に
は
多
少

涼
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

暑
か
っ
た
か
ら
と
い
う

訳
で
は
な
い
の
で
す
が
、

ホ
ー
ム
ラ
ン
ニ
ュ
ー
ス
も

発
行
す
る
時
期
が
判
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
い
、
ま
た
、

船
橋
の
チ
ー
ム
の
活
躍
で

一
一
号
の
紙
面
は
盛
り
だ

く
さ
ん
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

ま
だ
、
掲
載
し
き
れ
な

か
っ
た
事
項
も
い
く
つ
か

あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は

次
号
に
（
発
行
は
い
つ
頃

で
し
ょ
う
？
）
回
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
後
も
新
人
大
会
、
秋

季
大
会
、
支
部
対
抗
等
々

開
催
さ
れ
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
の

方
が
情
報
が
早
い
で
す
が
、

こ
ち
ら
も
頑
張
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
回
か
ら
、
支
部
持
ち

回
り
で
各
支
部
の
情
報
等

の
ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
み
ま

し
た
。
一
回
目
は
東
部
支

部
の
情
報
で
し
た
。
次
号

は
西
部
支
部
か
ら
寄
稿
し

て
も
ら
う
予
定
で
す
。
お

楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。



東
部
支
部
は
、
一
七
球
団
が

所
属
す
る
船
橋
の
支
部
で
一

番
球
団
数
の
多
い
支
部
で
す
。

ま
た
、
過
去
に
千
葉
県
代
表

と
し
て
全
国
大
会
に
出
場
し

た
球
団
（
習
志
野
台
ワ
ン
パ

ク
ズ
２
回
、
習
志
野
サ
ン
デ
ー

ズ
２
回
、
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
ス

ト
ロ
ン
グ
１
回
）
が
所
属
す

る
支
部
で
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
東
部
支
部
の
一
年

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
月
中
旬
、
習
志
野
飯
店

に
て
恒
例
の
新
年
会
・
総
会

が
催
さ
れ
、
新
た
な
一
年
が

始
ま
り
ま
す
。

三
月
中
旬
、
代
表
者
会
議
・

教
育
リ
ー
グ
の
抽
選
会
を
行

い
本
格
的
に
始
動
し
ま
す
。

教
育
リ
ー
グ
と
は
、
六
年

生
の
大
会
に
向
け
て
、
選
手

と
指
導
者･

審
判
を
育
て
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
リ
ー
グ
で

す
。
五
年
生
、
四
年
生
が
二

つ
の
リ
ー
グ
に
別
れ
順
位
を

決
め
ま
す
。
十
一
月
下
旬
の

東
部
支
部
閉
会
式
の
と
き
に

五
年
生
の
決
勝
戦
を
行
い
ま

す
。五

月
初
旬
〜
六
月
初
旬
に

北
部
支
部
と
合
同
で
、
東
警

察
署
長
杯
を
行
い
ま
す
。
打

倒
「
北
部
」
に
燃
え
る
大
会

で
す
。

八
月
中
旬
、
秋
の
大
会
に

向
け
代
表
者
会
議
と
抽
選
会

が
行
わ
れ
ま
す
。

九
月
初
旬
〜
秋
季
大
会
東

部
支
部
予
選
が
始
ま
り
ま
す
。

東
部
支
部
か
ら
は
六
チ
ー
ム

が
中
央
大
会
に
出
場
（
ベ
ス

ト
４
と
敗
者
復
活
の
二
チ
ー

ム
）
し
ま
す
。

十
月
中
旬
〜
十
一
月
末
に

Ｆ
Ｃ
Ｃ
大
会
（
ナ
イ
ガ
イ
杯
、

フ
ァ
イ
ナ
ル
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

カ
ッ
プ
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

東
部
支
部
最
強
の
チ
ー
ム
を

決
定
す
る
大
会
で
す
。

十
一
月
下
旬
に
、
六
年
生
・

五
年
生
の
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
、

Ｆ
Ｃ
Ｃ
大
会
・
五
年
生
教
育

リ
ー
グ
の
決
勝
戦
、
閉
会
式

お
よ
び
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
で
、
一
年
が
終
わ

り
暫
ら
く
休
息
の
時
を
迎
え

ま
す
。

東
部
支
部
で
は
、
一
つ
の

チ
ー
ム
で
六
年
生
の
大
会
す

べ
て
を
優
勝
す
る
こ
と
が
た

い
へ
ん
難
し
く
、
各
チ
ー
ム

が
ま
さ
に
し
の
ぎ
を
削
る
戦

い
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
支
部
一
丸
と
な
っ

て
全
国
大
会
を
目
指
し
頑
張
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

野
球
は
、
ツ
ー
ア
ウ
ト
か

ら
と
良
く
い
い
ま
す
が
本
当

で
し
た
。

直
前
の
春
季
大
会
で
は
、

五
年
生
を
加
え
て
総
力
戦
で

戦
う
事
を
誓
っ
た
チ
ー
ム
事

情
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
春

季
大
会
・
県
大
会
を
制
し
た

夏
見
台
ア
タ
ッ
ク
ス
さ
ん
に

実
力
差
を
見
せ
付
け
ら
れ
、

早
々
に
残
念
な
結
果
に
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

も
う
一
度
チ
ー
ム
全
体
の
建

直
し
を
強
い
ら
れ
、
も
が
い

て
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
チ
ー

ム
と
し
て
は
、
今
で
き
る
事
、

今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
を
選
手
達
、
皆
平
等
に
も

う
一
度
必
死
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

春
季
大
会
敗
戦
の
く
や
し

さ
を
胸
に
、
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ

た
六
年
生
と
挑
戦
す
る
五
年

生
が
チ
ー
ム
の
勝
利
の
た
め

に
協
力
し
合
っ
て
見
事
に
コ

ラ
ボ
し
、
想
像
を
超
え
る
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
選
手
達
の
間
で

自
然
と
作
り
上
げ
て
い
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

船
橋
東
警
察
署
長
杯
の
開

幕
以
降
、
選
手
達
の
中
に
は

い
つ
の
間
に
か
大
人
が
入
れ

な
い
程
の
『
総
和
』
が
生
ま

れ
、
緊
張
す
る
の
も
一
緒
、

失
敗
し
て
泣
く
の
も
一
緒
、

勝
利
を
喜
ぶ
の
も
一
緒
と
学

年
を
超
え
た
友
情
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
短
期
間
の
間
に
作

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

田
喜
野
井
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

と
の
決
勝
戦
。
１
点
リ
ー
ド

さ
れ
て
最
終
回
ツ
ー
ア
ウ
ト

ラ
ン
ナ
ー
な
し
。
誰
も
が
相

手
の
勝
利
を
確
信
し
、
ゲ
ー

ム
セ
ッ
ト
ま
で
、
あ
と
一
人
、

あ
と
一
球
に
ま
で
追
い
込
ま

れ
て
か
ら
の
大
逆
転
劇
。
や

ろ
う
と
思
っ
て
出
来
る
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ミ
ラ
ク
ル

で
し
た
。

深
紅
の
優
勝
旗
と
大
き
な

優
勝
カ
ッ
プ
を
手
に
し
た
選

手
達
は
、
満
面
の
笑
み
で

『
優
勝
し
ち
ゃ
っ
た
』
と
言

う
表
情
に
も
見
え
ま
し
た
。

選
手
達
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
を

信
じ
、
最
後
の
一
球
ま
で
絶

対
に
あ
き
ら
め
な
い
大
き
な

声
と
チ
ー
ム
の
一
体
感
こ
そ

が
、
栄
冠
に
つ
な
が
っ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
優
勝
は
、
チ
ー
ム

に
と
っ
て
八
年
ぶ
り
の
事
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
選
手
達

が
成
し
遂
げ
た
事
は
、
優
勝

で
は
な
く
最
後
ま
で
仲
間
を

信
じ
あ
き
ら
め
な
い
事
だ
っ

た
と
私
は
強
く
思
い
ま
す
。

（
支
部
情
報
の
一
環
と
し
て

船
橋
東
警
察
署
長
杯
優
勝
の

西
習
志
野
Ｇ
Ｆ
監
督
か
ら
の

寄
稿
を
掲
載
し
ま
し
た
。
）
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大
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